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―― 猶 え

昨年10月26「1、 11中友好林のカウ
ンターパー ト・聞州市南北両山環境

緑化工程指拝部の馬金山総精揮 ら職

貝6人 が神戸に来られた。
27日(金)、KFGが flb樹を行つて

いる六甲山系の住吉||1手での記念植

樹には、指拝部 ・同交省職虫 ・県回

際交流協会 ・挙僑団体各代表 ・K「

G理 事会員ら23名が参加 して、ヤマ

ザクラやコナラなど40本を植えた。

黄上高原の黄色い大地でのコノテ

ガシワ植樹とはまた違って、緑豊か

な六甲山に植えたヤマザクラをいつ

の日か兄にやって来たいと馬金山さ

んは感激の面持でスコップに上を入

れた。
28日(土)、KFG主 催フォーラム

を
“
取 り戻そ う地球に緑を 1"の テ

ーマで神戸市役所前の三宮研修セン

ターで行つた。第 1部 では、渡辺弘

之京都大学名誉教授が
“
アグロフォ

レス トリーでの森林再生 ・緑化
ル

を

テーマに基調誌演。第 2部 では、馬

金山総指揮が
“
地球は人類共同の庭

最初に視祭団を代表 して黄河の森
禄化ネットワーク様に、この度の招

聘と心温まる歓迎に対して心より感
謝を中し上げます。また、本日のフ

ォーラムにご列府頂いている友人の

皆様に崇高なる敬意を表します。今
この瞬問私は大変興全しております十

何故なら私達はれを隔てて近か遠方
にてそれぞれ異なる生活をしてお り
ますが、緑に対する共同の渇望と追
求がお アィ:いを緊密に結びつけ、村1互

理解を深めこうして集うことが出来
ました.☆ ltRに来日して 3日 日を迎
えましたが、いたるところ禄に四ま

れた山水が美 しく、澄んだ空気に包
まれ、このすばらしい生態環境をllk

感 し我々は深い感銘を党えました。
素‖吉らしい山然環境が住民に幸福と

喜びをもたらす事を実感させて頂き、
また日本の友人皆様が緑について真
剣に考え、それを熱愛 しているさま

を垣間児させて頂きました,
2001年甘席省政府の幹部馬直林先

生、十十
‐
粛省より日本に留学 した柴生

方先生等の友人の方達の橋渡しを頂

き、日本☆河の森緑化ネットワーク

様が始めて聞州市南北F5山環境様化
工程指拝部を訪れ会談の場を設けて

頂き、2002年正式協議書を交わし植

中国廿粛省蘭州市南北両山環境緑化工程指揮部 総 指揮 馬  金  山

た ヤ マゲフ ラ た また 会 いた

であり、緑は世界で最高の宝である)"

をテーマに、聞州市南北両山の緑化

事情 とKFGの 禄化協力の状況を報

告 し、ボランティア精神で生態環境
の改キに愛情を注げば、地球はもつ

と美 しくなると訴えた。

第 3部 の
“
植林を通 じて人 と自然

との共生を日精す
"で

は、芹田健太

郎神戸大学名誉教授 ・愛知学院大学

法科大学院教授 をコーディネー ター

に、天野孝之KFG顧 問 ・樹木医、遠

藤京子NPO法 人 ヒマラヤン ・グリ
ーン ・クラブ理事、服部保兵庫県立

大学 自然 ・環境科学研究所教授、山

中典和鳥取大学乾燥地研究センター

緑化保全部門助教授 をパネラーに、

各地で緑化に取 り組まれている各先

生が映像をま じえながら話 された。
10月29日 (日)、神戸を出発 してK

「G理 事 ・会員 と共に世界遺産姫路

城を見学 して鳥取へ。鳥取温泉では、

指揮部の人達 との久 しぶ りの再会に、

広島か らの会員や出張を調整 しての

会員、そ して植樹 ワークツアー時に

樹活動を実施 し始めました。黄河の

森様化ネットワーク様は、2003年よ
り聞州市南北両出の緑化支援金とし
て720万円を寄贈 していただき、蘭州
市人民の生態環境改善を支持 して頂
き、また前後 5回 にわたり延べ200名

以 にの友人が蘭州を訪れ、視祭訪問
・参観と植樹活動に参加をして頂き
ました.現 在までに中日友夕r記念林
として48haを整備 し、132万株の樹
木を植樹 して頂きました。もちろん

中国の西部地域から兄れば面積はあ
まり大きいとは言えず、tlti樹した本
教も多くはないのですが、ボランテ

ィアとして皆様個人の資金を持ち寄
り、尚ELつ毎年回境をまたいで自ら
はるばる商州まで植樹活動に参加 し
て頂いている行動は、私達双方の感
情と友誼を深め、互いの良好なる信
頼関係を構築 しただけではなく、も
つと重要なのはこの国際環境保護精
神を広く皆に知らしめ、間)|1市はt)
とよりll粛省でも大変重要な社会影

響を及ぼしました。私はいつも思い

ます、もし地球上の人達がみな黄沖r
の森緑化ネットワークの会貝のよう
にボランティア精神で生態環境の改
善に自身の愛情をそそいでもらえば、
この人類が生活する地球はどんなに

し、r ―

六甲山で 日中友好植樹

同行取材 した記者は、鳥取支局か ら

かけつけての交流 となった。温泉で

の裸の語 らいに 日本食を舌づつみ し

て
“
老朋友

"と
の交友を温めた。

30日(月)は、鳥取大学乾燥地研究
センターを訪問。大学時代にタイム

ス リップ して、教室で山中典和助教

授か らセンターの歴史と研究などの

説明を受けたあと、気温や湿度を調

整 して乾燥地を再現 した ドーム型の

ガラス温室
“
ア リドドーム

"で
は、

耐塩 ・耐乾燥性植物や先進設備な ど

詳 しい説明があつた。そ して鳥取砂

丘を見学 して神戸に戻つた。

基調講演をされる渡辺弘之先生

美 しくいられ るのだろ う !

私は蘭州市 と黄海rの森緑化ネッ ト
ワークの友好関係が長 く統 くことを

心より希望いた します。それはまさ

に元神戸市長の笹||1幸俊先生が仰 つ

た 「この事業は100と十二の大計と考え、
一

代
一

代子々孫々伝えていかなくて

はならない」に他ならない と思いま

す。中国蘭州の生態環境の改羊に皆

様の力を貸 して頂けることを希望 し

ます。是非 この有史に残る|キ大なる

事業に参加 してください |

最後に、多くの 日本の友人の皆様
が蘭州へ来られることを心 より歓迎
いた します。それは皆様が私達に示

した愛情 と熱意 と同 じ、いやそれ以
上の気持ちで歓迎いた します。

あ りがとうございま した。

0
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< は じめに>

NPO法 人黄河の森緑化ネ ッ トワ
ーク(KFG)代 表理事林1司示先生の

たっての要望により、10月27日から

11月6日 の IJ程で、聞州市外事雛公

室の批准同意を得て、私をは じめ柴

生芳、 i~潔、楊玉栄、帳卓林、陳雲

の 6名 で祝祭団を組織 し、K「 G及

び神戸華僑総会への友好訪附|を実現

させ ました。

日本滞在期間中はKFG及 び神戸

華僑総会の熱烈!なる歓迎 と心温まる

接待を受け、またKFGの 執行部理

事各位 と第
一

期中 日合作による緑化

事業の建設状況の総括について意見

交換の場を設け、第二期の合作事業

について細かい打ち合わせを行いま

した。双方は一致 して第
一期中日友

好記念植樹活動の展開は大変有意義

な事業展開で、46haの造林緑化工程

を先成 しただけではなく、もつと重

要なのは双方がお互いに理解 と信頼

をより深められ、よ り厚い友情をも

た らしたことで、それは今後お互い

のさらなるより幅広い合作をする上

でなくてはな らない基礎を回められ

たことです。
<日 本に学んだこと>

日本での滞在時間にも限 りがあ り

祝祭出来た場所 もそれほど多くはな

かったのですが、KFGの 会員達か

ら受けた情熱 と真″いのこもつたもて

な しは、私達祝奈団に大変すばらし

く印象深い思い出を残 し、生態建設

とい う偉大な事業が私達に友夕1の架

け橋を作 り、この 5年 来の友好的な

合作がお互いの心をlalく結びつけ、

緑化 とい う渇望 と迫求が相互の合言

葉 となったことに確信をもちました|

視祭団が訪れた先々では、 日本人民

が緑化への生態環境への崇拝 と迫求

が顕著に見受けられ、都市の建設は

少 し密度が高 く見受けられますが至

る所に高い木や色鮮やかな車花が植

日本の生態建設を祝祭 して
(蘭州市南北両山環境緑化工程指揮部総指揮 馬 金 山)

えられていました。モダンで洒落た

建物、清掃され整備された道路、交

通マナーが守られた街中、物腰が柔
らかい市民と良好な生態環境の融合
が一体化 し、まさにこれこそが人と

自然が融合 した社会だと思います。
日本の多くの市民が生態環境建設

に対しての愛情と支持の精神を我々

は学ばなくてはならない。 日本は高

度に発達した市場経済「∃家ですが、
生態建設については、多くの人達が

投資した収益を考えずに、ボランテ

ィアとして募金をする。この5年 来
KFGが 蘭州市南北両山へ提供 した
720万円は企て毎年会員より集めら

れた会費によって賄えられている。
これこそ日本の多くの市民が生態環

境に対しての愛情と支持を如実に表
している。私達はこの点で頑張らな

ければならない。《間州市全市民義務

植樹方法》の宣伝活動に力を注ぎ、多
くの市民に生態建設についての関心

と支持の自党をもつと高めさせるよ

う努力し、結果多くの市民が行動を

起こせば、自党 して法律上の義務を

履行 し率先 して義務緑化費を納付す
れば、全市民が参加する生態建設の

新局面が瞬く間に形成されるだろう,
日本の多くの市民が自覚して生態

環境の保護をする精神を我々は学ば

なくてはならない。祝祭団が訪れた
六甲山等の森林公園は全て市民に開

放式で、入場料を取っていない、逆
に市民の登山愛好家の トレーニング
の場所となっている。山道は鬱蒼と

樹木が生い茂 り、花や果実の香 りが

漂い、ほとんどタバコの吸殻は見当
たらず、林の中でタバコを喫煙 して
いる人も少なく、喫煙者を見かけて

も必ず携帯灰皿とを持参 してお り、林
の安全を確保するだけではなく、林
の環境衛生も確保 している。街中の

市道両側に植えられている樹木や草
化は折られたり千切られたりしてい

記念植樹される馬金山さん(右から2人 日)

るのをほとんど見かけない。これは
日本の市民が樹木の生命と生態環境
を愛情で保護する意識が非常に強い

ことを充分に証明してお り、自党し
て行動している。つまり多くの市民
の自党した行動が一つの美 しい生態

環境を創造させている所以である。
蘭州南北両山生態環境保護作業は、
この日本の成功 した経験と方法を学
び、まず行動を起こし積極的に 「生

態環境を保護するものは栄誉であり、
ゴミを捨て散らかし、樹木を破壊す
るものは恥だ」という雰囲気を大き

く宣伝 し、多くの市民が共に行動を

起こし、自党 して林区の管理規定を

尊守し、特に林区の経営者に監督管
理を強化させ、生活や商業ゴミの不
法投案を防ぎ、南北両山の生態環境
の保護水準を高める努力をするよう
求めていきます。
<今 後への期待>

我々はKFGと の長期的且つ広範
囲に合作することを高度に重視する
必要がある。 日本の乾燥地造林技術

関連の先端研究成果の導入、南北両

山に係わる技術幹部と幹部候補の海
外研修を促進させ、南北両山の生態
建設における技術者の養成プランの

構築をする。相互の交流と定期的な

訪問を確立させ、相互の人的交流を

増や し想いと感情を深め、我々の友

誼を更に高め、合作関係を安定的に

維持できるよう望みます。

今年は、 9月 16日～24 Flに決 まりま した。詳 しい

コー スは 5月 の通常総会時には、お知 らせできます

昨年のツアーには51名が参加 され、その うち初参

加者は12名で、女性は21名と頑張つています そ して

植棚のあと、実南省の香格里拉 まで足を連び ました

が、皆 さんにとつての
“
理想郷

"だ
ったで しょうか ?

今年 t,魅力ある中国の 自然 ・文化を巡る旅 となる

よ う企画 します。マイ スケジュールを早い うちに書

き入れて 十fさい。
香格里位の松賓林寺 馬上の会員さん

- 3 -
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奄弟犯野rわ 丹 ‐落‐1綾 芋半争
ヤIう

日本にいる蛍の種類は沢山ありま

すが、成虫になつて光るのは主に源

氏ぼたる ・平家ぼたる ・姫ぼたるの

3種 類と言われています。

源氏ぼたるの幼虫はカワニナを食
べ川原で光り、平家ぼたるの幼虫は

タニシ等を食べ池や水路で光 ります

が、姫ばたるはオカチョウジガイ等

の陸生貝を食べ山の杉林や竹薮で光

ります。

ほたるの大きさは、源氏 ・平家 ・

夕にの順で山南町の姫ばたるは一番小

さく数 ミリです。発光周期は源氏が

2秒 、平家が 1秒 、姫は0.5秒です。

ここで姫ぼたる(山南町の)特徴を述
べてみます。(未だ謎は多いですが)
一番の特徴は雌は飛べないと言 う事

です、従つて川が有ったり道が有る

とそこを通 り越 して移動出来ないの

で、何かの環境変化が起これば絶滅

します。又、雌は交尾すると発光し

ないので、光つているのはほとんど

雄です。

名古屋市相生出緑地が道路計画の

為、姫ぼたるが危機にひんしている

ので幼虫FIHH査を市民グループで実施

し、道路計画が変更された時の実行

ある日の夕方、パパがぼくにい う.
「宇荷をみせにつれていつてやろうJ

ふたりはママのいうように、からだ

をあたたかくしてでかけた。

宇宙食のガムをマーケットで買い

公園をぬけ、かなモ)の屋さんやさか

な屋さんの前を通 り、郊外にでる。
パパにだかれて、水路をとびこえ

て、ひくい丘にでた。やつとパパの

足がとまる。
「ここなの?Jパ パが うなずいた。

そこは近所の人たちがよく散歩して

いる原つばだ。

ぼくは日をこらして宇宙をみる。

くらがりのなかにうかんでいるのは

石の にのカタツムリ、ひょろ長い車、

めわわわ募わ|お!→,〉1)おおうわやめ|めおおうおおお1)i)めわめわじじやおやや分めわ訪わわ串募や⇒争→争→おお1)め串iわ→:〉→お扮争)うF)わわ導きわゆ!やおうわわわわ革じ串わやい→→競募めめ

夫

員

鷹

△
不Ｇ

上

ＦＫ
村

委員長は、動物写真家の小原玲さん

でした。

幼虫の食べ物は、オカチョウジガ

イと言われているが他の陸貝等肉食

で、幼虫を捕獲するときに鳥賊 ・肉

等にも集まって来ました。発光周期

が短く写真フラッシュの様な光が無

数に重なった時は最高に感激します。

山南町の生虐、場所は、竹教や森で

去年124ヶ所、今年(2006年)160ヶ所

で未だ確認されていない場所も有る

と思われます (夜に暗い出での調査

のため)。

去年、第 1回 姫ばたるまつりを開

催 し、6/10日～716日 の主に土曜日

の参加者は約2000名になつた様です。

6/10日には黄河の森の仲間、高岡さ

んご夫婦 ・辻さん 。清水さんご夫婦
・近藤さんご夫婦と子供さんお孫さ

ん等も参加 していただき、夜の観察

場所では気温の上昇が遅く、姫ぼた

るの数は少なかったですが、源氏 ・

平家 ・姫ぼたるを同じ場所で同時に

観祭出来ました。川の中を走るイノ

シシもおまけにみれた人も有ったと

思います。

姫ばたるの愛称を公募して 「姫丹

アザミ…。
パパがぼくにいつた。
「上だよ、上だ」みあげると、空い

っばい、星がえ、るようにまたたいて

いる。

そしてばくははじめて知ったのだ。

宇宙とは身近なものから、はるかか

なたの星々まで、存在 している世界、

すべてのことなのだと。

この宇宙観をわすれない限り、出

然を大事にしていく人類でありつづ

けるのではないだろうかc
「宇宙っていつたい何なの?」

「この世界ぜんぶさ」

と答えたパパのことばが印象的であ

る.

山南町にて

波Jと 決定 しま した。 これか らは、

「杜のほたる ・姫丹波Jで 末永くお

祭 りを続 けたく思つていますので、

機会があれば是非山南町にお越 し下

さい。

特区で造る ドブロクの名前 も 「姫

丹波」 とし、赤米を使つたピンク色

の ドブロクを造ろうと、仲間たちと

努力 していますので、2007年の第 2

回姫ばたるまつ りには、ご賞味いた

だけると思います。

K F G会 員  畑  中  弘  子 (児童文字者)

甜
！一盤
観
ぜ
劇

「パパが宇宙をみせてくれた」

胃1雫i騨ヨ聯:
ぽ

贋
ウルフ・スタンク 作/エヴァ・エリクソン

ひしきあきこ 訳/BL出 版

絵
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黄土高原の植物VII

KFG顧 問 徳 岡

2007年度か ら始 まる予定の II期緑

化支援ではホ1:砂の植栽が計lmlされて

いる。紅砂はこのシリーズのN05で

紹介 しているが、今後かな り重みの

ある木 とな りそ うなので、改めて取

り_L Iザてみたい.

和!砂(紅沙 とt)書く)は 日本名がな

いので、中国語の発音をカタカナ表

記 してホン ・シャー と呼んでいた。

これか らはベニスナ と呼ぶ ことに し

たい。
「中国主要樹種造林技術」とい う

本には砂ltl定や水土保持の低木 とし

て10種が紹介 されている。 「治砂造

林学Jに は同 じく11種が紹介 されて

いる。また「中国退耕環林主要樹種」

には50種ほどが孫督介 されている。 し

か し、いずれにもベニスナは取 り上

げられていない。2006年 9月 のワー

キングツアーに参加 した際、指揮部

から 「聞州南北両山常用樹種造林技

術」とい う資料をいただいた.聞州市

がどのような木を用い、どのように

様化するかが書かれている。 この中

にt)ベニスナの記事はなかつた。ベ

ニスナの粒物 としての紹介は植物誌

や1珂鑑にはある。前回のNc1 5では「「iJ

円飼用植物誌第 1巻 」から引用 させ

ていただいた。いざベニスナを植栽

するとなって も、 どのように笛を育

て、植え、管理すればよいかを解説

した文献がみあた らない,ど うや ら、

これまで人11でベニスナを育てると

い うことがまずなかつたように思わ

れる。

1 紅 砂 (ベエスナ)

正 三 (元高知大学農学部教授)

ベニスナは技上高原の 「建群種」

といわれ、優勢に分布 して、私たち

の 日中友好林でもよく見かける小低

木である。その地に昔から生育 して

いるので 「郷土種Jと もいわれ る。

厳 しく乾燥 した土地でもめげず育つ

ので 「超早 (乾)生」の植物に分類 さ

れる。
「中国沙漠」 とい う学術雑誌が中

回科学院の蘭州にある研究所から年

6回 発行 されている。すべてに当た

ったわけではないが、この雑誌でも
ベニスナに関する記事を見た記録が

ない。 と ころが2006年7月 発行の26

巻 4号 にベニスナに関する論文が、

いっきに 5編 掲載された。 この内の

2編 は私たちのカウンターパー トで

ある指揮部の王万鵬、朱恭、李正平

の 3氏 が連名で発表されている。

どうや らベニスナの 「建群種」、
「郷土種」、「超早生」が改めて注 目

され、小低木ではあるが、低 コス ト

で荒地を緑で/frうことができるとし

て、この植物の研究が始まったよう

だ。王万鵬さんたちはベエスナの育

苗の技術を開発 し、植栽に自信をも

ったことで、今後の造林樹種として

積極的にベニスナの利用に踏み切つ

たのだろう。
Ⅱ期支援地では、ベニスナを三水

造林 (会報4号 の 「日中友好林とそ

の周辺の緑化のや り方」を参照)で

育成する計画である。三水進林は少

ない雨水を有効に利用して木を育て

る方法であるが、まだ歴史が浅く、

ベニスナの葉と果実
(長さはそれぞれ05～5mm、5～6mm)

【三水造林】

植え穴

ビニールシートで雨水を集め(集水)、
根に注ぎ(注水)、

ビニールシートで蒸発を抑える(保水)

この技術は開発の途上にあるともい

える。少 し不安があるが、現地技術

者の挑戦を応援 したい。

筆者は 「沙漠植物誌」を翻訳 して

「中国砂漠 ・沙地植物図鑑木本編」

を東方書店か ら出版 している。 この

本をKFGの 事務局に置かせてもら

つているので、ベニスナについての

記載をご覧いただければ幸いである.

ベニスナのポット育高
(紙コップ大のポットにタネをまいて首を育てる)

解轍揺選湧論脚
●山 域  保 久良神社か ら荒地山

一――――――――一六甲山クリーン&グ リーン活動
今年 t)春の清掃ハイ クを下記の要領

で実施 します。春の 111を六甲HJで美

化活動に参加 しませんか。/J雨ヽ時 も実

施 します ―

● 日 時  2 0 0 7年 4月 1日 ( H ) A M  9 1 0 0  ●集 合  阪 急岡本駅

●歩 行  約 4時 間30分 約 1 2 k m

●コース 岡 本駅～保久良神社～瓜吹岩～横池～荒地山(昼食)～声屋ゲー ト～

(芦屋川右ナ+| )～声屋川駅

●持参品 弁 茸 ・水筒 ・雨具 ・タオル ・ビニール袋 ・軍手 'おやつ 。はさみ

● リー ダー 矢 野 正行 ● サブ リーダー 安 本 昭久

バ 甲 Ш 距 団
一住 吉 山 手 3期 植 樹 一

昨年の訪日「コ記念植樹から六甲砂防事務所より苗木に加え、添え木t)提供 して

いただくことになりました。出木の生育には良い事と思われます。労力のほうも

充実させ'Rばなりません。ご協力のほどお願いします。

第 3期 の植樹地は昨年度実施箇所の上流(堰程の L)約8001ポ、古木200本(約4 nfに

●2 0 0 7を4 1 2 ) ] 1 8日

3 月 4 日

3ナ118日

日)植樹地草刈

日)植樹準備

日)植樹作業

●集 合  JR住 吉駅南側 AM 9:00

●服 装  長 袖 ・帽子

●持参品 弁 当 ・水筒 ・軍手 'タオル

“
KFG会 員参加

"

11月5日 、 十J木最後の清流で有名な

高知県四万十川流域で開かれた植樹祭

に全国か ら参加 した400名が、アカガシ

など広葉樹の市木約2000本を植えまし

た。 KFGか らは、大阪 ・神戸そ して

地元中村市の会員 8人 も参加 しま した、

6月 上句 第 1回 下草刈予定

-5 -
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!“蘭州の植林
"に

夫婦で参"口!
:      清 水利英 ・やす子      :

長年の想いであ りました黄河の森緑化

ネッ トワークの植林 ワーキングツアーに

漸 く夫婦で参加することが出来ま した。

闘州で兄たどこまでも続 く禿山の峰々

には忠を呑む思いで したが、植林の地に

行 きます と、濯滋 もゆきとどき、先輩の

方々が何年 尭ぅかけた努力が見事な緑を進
ってお りま した。fth林はパケツリレーの

ように苗木を リレーで運び植えるのです

が、この共同作業はほん とうに楽 しいも
ので した。今回は都合で午前中のみの作

業で したが、ゲス トハ ウス (何故か別荘

と称 してお りま した)で 、蘭州の植林の

最高責任者 (″昭5さん)始め、現地の方々 も

ご列席 され昼食会 とな りま した。料理 も

大変美味 しく頂きましたが、特産のパイ

チュウ(白酒)はかな り強いおヤ酉で したが、

その香 りは何 とセ)素P青らしく美酒 とはこ

の油だ と思いま した.カ ンベーは字のご

とく、杯を飲み乾すのが礼儀 ・ルール と

か、杯を重'1貫る毎に西|いが回 り、足元 t)

党束なくなるようで した。 このパイチュ

ウをおi産 にと蘭州の酒座で 5本 も仕入

れま したが、手荷物での機内持ち込みが

難 しいことt)あり、他の人に せ)預かつて

頂くな ど、持ち帰るのに苦労致 しま した1

この後、ツアーは安南の省都昆明か ら、

麗江、本格里拉へ と進み ました。紙面の

都合で1子細は省田各しますが、揚子江の_1二

流 ・源流域の深い渓谷や=を 頂 く工能考

山、の どかな香格里粒の平原 と湖 とち 上
つとした高山病の体験、 日本の原風景を

見るような雲南の稲刈 りなど、そ して大
々の土地での美味 しい食事 と思い出多い

旅 とな りま した。

このように楽 しく印象深い旅を経験で

きたのは、考えぬかれた企画や コース設

定 とともに、短期間で したが参加者の方
々から、ほんとうに旧知のように接 して

頂いたこと故 と思つてお ります。関係者
の皆 さん、参加者の皆 さん、あ りがよう

ございました。次回 も是り|:参加 したいと

思つています。

初 め て の 植 樹  i
盤 谷 京 子   !

いろいろな方々に出会えたことが、私
の財産にな りま した。

初めての間州での植林は、体力の心配、

役に立ってるのだろうか との不安でいっ

ばいで したc
一

本の木を植え終える度の私の「ハイ」
との声に失つて芝、ず 「はいJと答えてくれ

た青年の素直で、きれいなヒ トミに来年

も会 うことが出来ます ように.

″
・
・ｓ
・・
・
一

i  緑 は 地 球 の 財 産
i       浅  野  扶 美子

友人から、とても楽 しい中国ツアーが

あると誘われていて、今回ようや く参加

できま した。 目的はあこがれのシャング

リラ。シャングリラは期待 どお りの美 し

さで した。ゆった りと牧歌的な時間が流

れている風景の中を、ひたす ら走 り抜け

るような感 じで したが、あの風景は日に

焼きついています.全く勝手な話ですが、

これ以上俗化 しないでほ しい ものだ と思

いま した。

出発前はあまり考えていなかったこと

ですが、間州で植構をし、帰ってからフ

ォーラムに参加するなかでは、いろいろ

と学ぶことができま した。はげ山だつた

六甲111が100年程で今のような美 しい山

に蘇ったことを知っていたので、30年か

かってやっと2m程 の小潅木に育った紅

沙の木を見た時はシ ョックで した。緑化

が どんな大事業かわかると同時に、 11木

が どんなに自然になまれているかを痛感

しま した。そ して、乾いた黄上高原 も豊

かな 日本の緑 モ)、今では地球全体の財産

として見る視点が必要なのだろ うと思い

ま した.黄上高原の植樹を進める一方で、

熱帯雨林の木材を大量に消費する生活に

も目を向けなければと感 じています.

1粋|1li!首

香格里粒  辻 恵子 画

*2006年度の会費

(200641～ 2007331)を お忘れの

方は、よろ しくお願い します。

*第 4回 通常総会は 5月 26日(■)

神戸中華会館 71に て開催 します.

当 11、講演会・写真展・交流会を丁'定

してお ります。言羊しくはホームベー

ジと案内書でお知 らせ します。

*会 報への投稿をお待ちしています.

KFGの 活動の助言や環境問題の

情報、ご自分の考えなどをお寄せ下

さいn本誌は 2月 ・ 7月 発イ子です。

||li

日中友好林での植樹


